
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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平成15年３月１日（2）

●
道
志
小
・
中
入
学
式

●
保
育
所
入
所
式

●
狂
犬
病
予
防
注
射

●
乳
児
予
防
注
射

●
春
の
山
菜
収
穫
祭(

道
の
駅)

●
地
籍
調
査
開
始

●
村
議
会
議
長
に
村
田
充
且
氏
就
任

●
住
民
健
診(

基
本
健
診
、
が
ん
検
診)

●
県
ス
ポ
レ
ク
祭

●
横
浜
市
水
道
局
長
来
村

●
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

●
ア
ユ
漁
解
禁

●
村
内
一
斉
清
掃

●
ア
ユ
祭(

道
の
駅)

●
ホ
タ
ル
祭

●
新
農
業
委
員
決
ま
る(

十
七
名)

●
郡
体
育
祭

●
農
産
物
収
穫
祭(

道
の
駅
）

●
横
浜
市
長
表
敬
訪
問

●
プ
ー
ル
救
急
教
室

●
七
夕
祭
り
を
楽
し
む(

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
道
志
水
源
基
金
運
営
委
員
会

●
夏
の
五
感
の
集
い(

富
士
登
山
）

●
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
稼
動

●
第
十
四
回
国
際
音
楽
祭

●
青
少
年
育
成
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
納
涼
盆
踊
り
大
会

●
マ
ス
釣
り
大
会

●
合
併
問
題
検
討
住
民
懇
話
会
発
足

●
野
菜
収
穫
祭(

体
験
農
園)

●
総
合
防
災
訓
練

●
道
志
小
運
動
会

●
道
志
中
若
鮎
祭

●
道
志
そ
ば
祭
り(

道
の
駅
）

●
保
育
所
運
動
会

月

の

主

な

行

事

等

4月5月6月7月8月9月

地
籍
調
査
事
業
ス
タ
ー
ト

村
の
長
年
の
懸
案
事
項
と
さ
れ
て
い
た
地
籍
調
査
事

業
が
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
十
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
平
成
十
四
年
度
は
、
長
又
〜
白
井
平
地

区
の
集
落
を
中
心
に
農
地
、
宅
地
等
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。「
該
当
地
区
の
皆
様
に
は
、
説
明
会
や
、
隣
地
所

有
者
と
協
力
し
て
、
境

界
の
打
設
等
現
地
の
立

ち
会
い
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
調
査
測
量
」
が

行
わ
れ
た
。

平
成
十
五
年
度
は
板

橋
〜
善
之
木
地
区
ま
で

の
〇
・
四
三

を
対
象

と
し
て
行
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
稼
動

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
平
成
十
四
年
八
月
五
日
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、既
存
の
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
を
基
に
、

全
国
の
市
区
町
村
、
都
道
府
県
、
国

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
国
な
ど
の

行
政
機
関
に
、
氏
名
、
住
所
、
性
別
、

生
年
月
日
、
住
民
票
コ
ー
ド
や
こ
れ

ら
の
変
更
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
申
請
な
ど
の
手
続
き
を
簡
素

化
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、平
成
十
五
年
八
月
か
ら
は
、

希
望
者
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

交
付
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
度

地
籍
調
査
事
業
ス
タ
ー
ト

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
稼
動

行
政
改
革
ス
タ
ー
ト

消
防
施
設
整
備
事
業(

高
規
格
救
急
車
購
入
）

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業

道
志
村
指
定
文
化
財
に
九
件
を
指
定

中
田
宏
横
浜
市
長
を
表
敬
訪
問

四
季
の
五
感
の
集
い
を
開
催

今
年
度
の
お
も
な
村
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

1

2

1234

5678

村
の
一
年
間
の
あ
ゆ
み

村
の
一
年
間
の
あ
ゆ
み
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●
こ
と
ぶ
き
祭
り

●
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

●
市
町
村
合
併
に
関
す
る
研
修
会
開
催

●
道
志
小
五
年
横
浜
訪
問

●
村
民
体
育
祭

●
芋
煮
会(

道
の
駅
）

●
特
別
乳
幼
児
健
診

●
第
四
回
林
間
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

●
秋
の
五
感
の
集
い(

星
空
と
音
楽
の
夕
べ
）

●
合
併
問
題
に
関
す
る
住
民
意
向
調
査

●
文
化
祭

●
道
志
小
強
歩
大
会

●
奥
村
公
延
さ
ん
と
の
交
流
会(

道
志
小
）

●
道
志
中
強
歩
大
会

●
動
物
学
博
士
吉
村
卓
三
氏
の
体
験
話
を
聞
く
集
い

(

道
志
小
・
中)

●
合
併
問
題
地
区
懇
談
会(

六
地
区)

●
い
の
し
し
祭
り(

道
の
駅
）

●
道
志
小
、
祖
父
母
教
室

●
高
齢
者
学
級(

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト(

道
の
駅
）

●
四
市
町
村
合
併
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
議
決

●
ハ
ッ
ピ
ー
イ
ベ
ン
ト(

道
の
駅
）

●
第
十
六
回
新
春
の
富
士
山
麓
を
走
る

道
志
〜
山
中
湖
〜
忍
野
八
海

駅
伝
競
走
大
会

●
成
人
式

●
消
防
団
出
初
式

●
冬
の
五
感
の
集
い(

正
月
遊
び
）

●
ほ
う
と
う
祭
り(

道
の
駅
）

●
確
定
申
告
開
始

●
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

●
ヤ
マ
メ
漁
解
禁

●
ヤ
マ
メ
祭
り(

道
の
駅
）

●
保
育
所
卒
園
式

●
道
志
小
・
中
卒
業
式

9月10月11月12月1月2月3月

行
政
改
革
ス
タ
ー
ト

平
成
十
四
年
四
月
、
行
政
改
革
の
な
か
で
村
の
組
織

の
再
編
成
を
行
い
、
行
政
の
効
率
化
を
目
指
し
た
課
の

削
減
と
事
務
分
掌
に
つ
い
て
の
変
更
等
を
行
う
。ま
た
、

特
別
職
（
三
役
）
の
給
与
の
減
額
、
管
理
職
手
当
の
減

額
、
ま
た
全
体
の
旅
費
に
つ
い
て

も
見
直
し
を
行
い
、
大
幅
に
削
減

す
る
な
ど
の
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
村

民
の
皆
様
の
意
見
や
提
案
を
聴
く

中
で
、
平
成
十
五
年
度
も
新
た
な

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。消

防
施
設
整
備
事
業

（
高
規
格
救
急
車
購
入
）

都
留
市
消
防
署
道
志
出
張
所
に
観
察
用
資
機
材
、
循

環
管
理
用
資
機
材
一
式
が
備
え
ら
れ
た
高
規
格
救
急
車

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
に
は
救

急
救
命
士
の
養
成
も
あ
り
、

都
留
市
消
防
署
道
志
出
張

所
職
員
一
名
が
六
ヶ
月
間

の
県
外
研
修
と
県
立
中
央

病
院
の
研
修
等
を
か
さ
ね
、

救
急
救
命
士
の
資
格
を
取

得
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た

今
後
も
職
員
一
名
の
養
成

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
村
の
総
合
計
画
（
平
成
八
年

策
定
）
に
基
づ
く
、
環
境
と
共
生
し
た
快
適
な
村
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
村
内
の
生
活
排
水
の
処
理
に

つ
い
て
、
適
正
な
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
そ
の
健

全
な
継
続
を
確
立
す
る
た
め
の
基
本
計
画
に
基
づ
く
。

村
の
中
央
を
流
れ
る
道
志
川
は
、
相
模
川
支
流
の
水
源

部
に
あ
た
り
、
豊
か
な
森
林
に
育
ま
れ
た
清
純
な
水
は

「
赤
道
を
越
え
て
も
腐
ら
な
い
」
と
称
賛
さ
れ
、
横
浜

市
の
飲
料
水
源
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

本
村
の
恵
ま
れ
た
水
環
境
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全

し
て
い
く
た
め
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
十
三
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
目

標
年
度
を
十
五
年
後
の
平
成
二
十
七
年
度
と
し
て
い
る
。

平
成
十
三
年
度
二
十
基
を
設
置
、
ま
た
、
十
四
年
度
に

お
い
て
は
四
十
六
基
の
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
た
。
十
五

年
度
も
申
し
込
み

が
す
で
に
き
て
お

り
、
着
実
に
す
す

ん
で
お
り
ま
す
。

34
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平成15年３月１日（4）

中
田

宏
横
浜
市
長

を
表
敬
訪
問

平
成
十
四
年
七
月
三
日

道
志
村
と
道
志
村
議
会
は
、

横
浜
市
役
所
に
お
い
て
中

田
宏
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
中
田
宏
市
長
は
、

公
務
ご
多
忙
の
中
に
も
係

わ
ら
ず
、
私
共
の
訪
問
を

心
か
ら
喜
び
、
歓
迎
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

道
志
村
指
定
文
化
財
に
九
件
を
指
定

道
志
村
で
は
、
今
ま
で
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
く

村
指
定
文
化
財
は
一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

村
の
貴
重
な
遺
産
を
後
世
に
残
そ
う
と
教
育
委
員
会

と
文
化
財
審
議
委
員
が
一
体
と
な
り
調
査
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
専
門
家
に
協
力
を
求
め
文
化

財
候
補
の
絞
り
込
み
を
行
っ
て
、
所
有
者
か
ら
の
同
意

を
得
る
中
で
、
こ
の
度
、
有
形
文
化
財
七
件
、
無
形
文

化
財
二
件
、
計
九
件
の
文
化
財
の
指
定
に
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。

有
形
文
化
財
一
　
円
福
寺
　
阿
弥
陀
三
尊
像

（
久
保
）

有
形
文
化
財
二
　
永
見
寺
　
観
世
音
菩
薩
像

（
川
原
畑
）

有
形
文
化
財
三
　
若
宮
八
幡
神
社
　
神
楽
殿

（
竹
之
本
）

有
形
文
化
財
四
　
大
室
八
幡
神
社
　
本
殿
（
馬
場
）

有
形
文
化
財
五
　
熊
野
八
幡
神
社
　
本
殿（

川
原
畑
）

有
形
文
化
財
六
　
板
碑
（
戸
渡
）

有
形
文
化
財
七
　
板
碑
（
戸
渡
）

無
形
文
化
財
一
　
川
原
畑
地
区

神
楽
（
川
原
畑
）

無
形
文
化
財
二
　
お
き
ゆ
う
だ
い

（
神
地
）

6

7

四
季
の
五
感
の
集
い

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
社
会
教
育
の
一
環
と
し

て
、
四
季
に
応
じ
た
集
い
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

夏
に
は
「
富
士
登
山
」
の
体
験
を
行
い
、
秋
に
は

「
星
空
と
音
楽
の
夕
べ
」
を
道
志
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
開
催
。
冬
に
は
「
正
月
遊
び
」
に
つ
い
て
昔
な
つ

か
し
い
凧
づ
く
り
や
、
コ
マ
回
し
・
羽
根
突
き
・
か
る

た
と
り
、
百
人
一
首
、
紙
鉄
砲
づ
く
り
な
ど
中
央
公
民

館
に
お
い
て
開
催
。
参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評
を
頂
き

ま
し
た
。
平
成
十
五
年
度
も
子
供
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
る

事
業
を
計
画
し
、
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
と
も
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

8

遊休農地の耕うん応援します！
道志村では、遊休農地を解消して、保全活用する農家の応援をします。

村が耕うんをおこない、費用の２分の１を村が負担いたします。

詳しくは、役場産業観光課まで！　　TEL 52－2111 内線17・18
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国
で
は
現
下
の
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
に
鑑
み
、
構
造
改
革
の
集
中
調
整
期
間
中

の
臨
時
応
急
の
措
置
と
し
て
、
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
を
踏
ま
え
て
独
自

に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
事
業
を
実
施
す
る
。

道
志
村
で
は
林
道
・
登
山
道
整
備
事
業
を
実
施
し
、「
事
業
で
新
規
雇
用
す
る
労
働

者
」
に
は
、
失
業
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
者
（
在
職
求
職
者
の
転
職
等
）
も
含

ま
れ
る
。

事
業
に
よ
る
雇
用
・
就
業
期
間
は
四
ヶ
月
未
満
と
す
る
。

目
　
　
的

林
道
の
機
能
を
確
立
し
、
災
害
等
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
登

山
道
及
び
遊
歩
道
の
下
刈
り
を
実
施
し
、
森
林
の
快
適
な
機
能
の
確
立

を
図
る
。

内
　
　
容

林
道
沿
い
の
下
刈
り
及
び
側
溝
清
掃
を
実
施
し
台
風
等
の
大
雨
に
対
し
備

え
る
。

又
、
近
年
増
加
し
て
い
る
登
山
者
に
対
し
、
安
全
で
快
適
な
登
山
道
を

整
備
す
る
。

雇
用
条
件

失
業
者
と
は
、
労
働
の
意
思
及
び
能
力
を
有
し
て
お
り
、
積
極
的
に
求

職
活
動
を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き

な
い
者
。

そ
の
際
に
失
業
者
で
あ
る
旨
の
確
認
が
で
き
る
、
雇
用
保
険
受
給
者
資

格
証
（
裏
面
に
支
給
終
了
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

※
但
し
、
道
志
村
の
住
民
に
限
る
。

実
施
期
間

平
成
十
五
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
五
年
七
月
三
十
一
日
の
間（
四
ヶ
月
）

申
込
期
限

平
成
十
五
年
三
月
二
十
五
日
ま
で

（
申
込
書
は
産
業
観
光
課
ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
失
業

者
で
あ
る
旨
の
確
認
が
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
持
参
）

雇
用
者
数
　
三
人

問
合
せ
先

道
志
村
役
場
　
産
業
観
光
課
　
電
話
〇
五
五
四
（
五
二
）
二
一
一
一
　

（
内
線
一
七
・
一
八
）

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
事
業

（
失
業
対
策)

の
お
知
ら
せ

農
林
水
産
省
は
、
昨
年
十
二
月
「
米
政
策
改
革
大
綱
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
革
は
、
消
費
者
重
視
・
市
場
重
視
の
考
え
方
に
た
っ
て
、
平
成
二
十
二

年
度
ま
で
に
、
米
づ
く
り
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
十
五
年
度
は
準
備
期
間
と
し
、
十
六
年
度
か
ら
実
行
し
、
十
八
年

度
に
検
証
し
た
う
え
で
、
二
十
年
度
に
農
業
者
・
農
業
者
団
体
が
主
役
と
な
る
需
給

調
整
シ
ス
テ
ム
を
国
と
連
携
し
て
構
築
し
ま
す
。

●
平
成
十
六
年
度
か
ら
の
需
給
調
整
は

（
十
五
年
度
は
前
年
と
同
様
で
す
）

・
国
及
び
生
産
者
団
体
が
生
産
目
標
数
量
を
配
分
す
る
の
に
、
第
三
者
機
関
的
な
組

織
が
助
言

・
作
ら
な
い
面
積
の
配
分
か
ら
、
作
る
数
量
の
配
分
へ
の
転
換

・
農
業
者
に
対
し
て
は
、
数
量
と
面
積
の
両
方
を
配
分
し
て
、
面
積
で
確
認

●
新
し
い
助
成
措
置
は

現
行
の
と
も
補
償
、
稲
経
に
替
わ
り
、

・
「
産
地
づ
く
り
推
進
交
付
金
」（
産
地
づ
く
り
対
策
・
米
価
下
落
影
響
緩
和
対
策
）

・
「
過
剰
米
短
期
融
資
制
度
」

・
「
担
い
手
経
営
安
定
対
策
」
な
ど

●
流
通
シ
ス
テ
ム
、
消
費
者
対
策
は

・
安
定
供
給
の
自
主
的
取
組
の
支
援

・
公
正
、
中
立
な
市
場
機
能
の
整
備

・
表
示
や
検
査
制
度
の
見
直
し

・
危
機
管
理
体
制
の
再
整
備
　
な
ど

「
米
政
策
改
革
大
綱
」
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

役
場
産
業
観
光
課
　
農
政
担
当
　
五
二
―
二
一
一
一
ま
た
は
食
糧
事
務
所

都
留
支
所
　
四
三
―
一
四
四
一
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
し
い
米
政
策
が
決
定
し
ま
し
た

〜
米
づ
く
り
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
て
〜


